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らば温度が数 MeV から約 10MeV で、ニュートリノを含むレプトンの含有率が一定という条件であるが、温
度ゼロ陽子含有率一定で近似する。陽子含有率が一定の系では、以前同じ相互作用を用いた計算が



















審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
原子核物質の一次相転移に伴う構造を持った混合相は、1983年に Ravenhall、翌年Hashimotoらが原
子核パスタを提唱してから、原子核物質の非一様構造に関する多くの研究が様々な手法によりなされた。
それらの多くの場合では Wigner-Seitz 近似を使うなど、構造の幾何学的対称性を仮定した計算によるも
のであった。対称性を仮定すると計算コストが大幅に節約できるが、得られる構造に対する制限が非常に
大きい。対称性を仮定せずに 3 次元空間で周期的境界条件を用いる計算でも、一部の分子動力学計算
を除き、セルサイズが小さいため単純な構造しか扱えなかったり結晶構造に関して議論できなかったりと
いった制約があった。本研究は、平均場模型による数値計算を 3 次元大規模セルで行ったもので、上に
挙げた制限を一気に取り去ったものである。その結果、超新星コアや中性子星表面の低密度原子核物
質で予想されてきたパスタ構造が基底状態となることを、より確かなものにした。 
また、原子核の結晶構造はクーロンエネルギーを最低にする体心立方格子となるというのがこれまでの
定説であったが、これを覆し、球形原子核が棒状になる直前の高密度側と、棒状穴が球形穴になった直
後の低密度側に面心立方格子の領域がある事、そこではクーロンエネルギーは損するが原子核のサイズ
や陽子含有率が変化して系全体のエネルギーでは得するようになっている事を、初めて明らかにした。 
これらの成果を原著論文 2本に公表している。また剪断係数の計算や、高密度での K中間子パスタの
計算についても論文投稿の準備をしている。以上のことから、著者は高い研究能力を有すると認められ
る。 
 
〔最終試験結果〕 
 平成２６年２月１７日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
